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《短　報》
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1．はじめに

　ポジトロンCT（PCT）イメージングは使用する

トレーサに由来する特性と，計測する方法論から

由来する特性の2つの点でこれまでのRI画像診

断法とは異なった特長をもつ非侵襲的画像診断法

として位置付けられている．

　現在脳腫瘍の診断はX線CT（XCT）と脳血管

撮影によるところが大きいが，PCTが利用可能

であれば腫瘍の質的診断にかかせない診断法にな

りうると考えられる．

　そこでわれわれはPCT診断法の確立のための

研究を進めてきたが，1979年11，月からPCTが臨

床に応用可能となった1）．これまで脳血管障害の

患者についてその有用性を検討し報告してきた

が1”3｝，脳腫瘍患者についても診断を行ったので，

その結果について若干の考察を加え報告する．

II．方　　法

　1．放射性医薬品

　13N一アンモニァ注射液（13NH3）および11C－一酸

化炭素ガス（11CO）を放医研にて生産し，使用し

た．使用した放射性薬剤の製法，性状，品質等は

放医研で制定した「サイクロトロン製造放射薬剤

品質管理基準」に従っている．

　2．PCT装置
　放医研で開発したPCT装置4）であるポジトロ

ジカー1でデータの収集を行い，Interdata　8／32に

より画像再構成を行い，サクラマルチフォーマッ

トカメラにてイメージをX線フイルムに記録した．

　3．撮影方法

　撮影はまつポジトロジカー1に組み込まれた

68Ge－68Ga線源を用いて，透過データを収集する

ことからはじめられる．その後，13NH3では15～

30mCiを静注によって，11COは30～50　mCiを

1回吸入した後に20～30秒間の呼吸停止を行って，

体内に投与した．撮影開始時間は13NH3，11CO

ともに投与3分後とした．

　断層面は眼窩外耳道線に平行とし，撮影時間は

1スライスあたり3～10分で，総カウントが

2～3×106カウント程度になるように撮影時間

を設定している．

　PCT撮影後には，　Pfizer／AS＆ECTスキャナ

ー0450型により同一断面のXCT撮影を行ってい

る．
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　1．天幕の髄膜腫の症例（Fig．1）

　51歳女性，13年前に手術を行い，再発の疑いが

もたれた症例である．手術では腫瘍の部分切除と

右後頭葉切除が行われ，術後に5250radの放射

線照射を行っている．1年前にXCTで小脳上面

から中脳後面に直径3～4cmの石灰化した腫瘤
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Fig．1　PCT　and　XCT　images　of　a　51－year－01d　woman

　　　with　reccurent　right　tentrial　meningioma．

を認めている．今回は精査のために来院した．今

回のXCTではイ恢化した腫瘤はやや増大してい

る．脳血管撮影によると，腫瘍の栄養1血L管は左天

幕動脈で右後大脳動脈，右内頸動脈の上方への偏

位がみとめられる．

　13NH3のイメージではXCTで石灰化のあ’，た

部位に13Nの著明な摂取があり，　li．i心部ほ1：3Nの

放射能が低下している．腫瘍への集積は大脳皮質

の正常部の数倍である．

　11COのイメージでは13NH3の著しく高いup－

takeを示す部位にほぼ一致して，11Cの高い集積

があり，その集積はドーナツ状で中心部の11Cの

放射能は低下している．

　2．蝶形骨翼の髄膜腫の症例（Fig．2）

　61歳女性，3年前より嘔吐，けいれんのない数

秒間の意識喪失発作が時々出現し，某医を受診し

脳腫瘍の疑いありとして，来院した患者である．

XCTでは左蝶形骨翼の外側1／3付近に3cm直径

程度の辺縁が高吸収値を示す円形の腫瘤がみとめ

られる．腫瘍の後方に接する左側頭葉の一部に浮

腫によると考えられる低吸収域が存在する．
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　N－13－NH3　　　　C－11－CO　　　　　　XCT

Fig．2　PCT　and　XCT　images　c）fa61－yeaトold　w〈）mall

　　　with　meningioma　of　right　sphenoidal　willg．

　13NH3のイメージではXCTとほぼ一致して

13Nの放射能の著しい九進が認められる．境界は

鮮明で，集積はほぼ均一である．左側頭葉はXCT

で浮腫の存在が・考えられるが，このためと汚えら

れるが，】3Nの放射能が低’ドしている．腫瘍の前

方である左前頭葉にはXCTでは浮腫は明らかで

なかったが，13Nの放射能の低一ドしている部付：が

認められ，浮腫がこの部位にも及んでいることが

推定される．

　11COのイメージでは周囲よりも高いllCの放

射能が認められるが，前述の症例程ではなく，わ

ずかに血L液量の増大が認められるにすぎない．

　3．線維肉腫の症例（Fig．3）

　44歳男性，　1年前に右眼球突lliからイ川1∫額部の

腫瘍として，抗癌剤の動注を受けた症例である．

動注後一部切除を行ったが，再発をおこし，来院

している．XCTでは頭蓋内への浸潤が認められ，

中央部が低吸収域でその周囲に軽度にCT値の上

昇した領域があり，さらにその外側に浮腫と考え

られる低吸収域が存在するという所見であった．

浮腫によると思われる左半球の圧排も認められる．

　13NH3のイメージでは，中央部は13Nの放射能

が低く，その周囲は高くな’・ている．さらにその
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PCT　and　XCT　images　of　a　44－year－old　man

　　right　temporal　fibrosarcoma　and　its
intraCranial　inVaSiOn．

外側は13Nの集積が低下している．左半球は圧排

をうけている他に，視床，後頭葉を除き大脳皮質

の13NH3摂取が全体的に低下している．

　iiCOのイメージでは中央部の壊死と考えられ

る部位では集積は著しく減少しているが，その周

囲では高い集積を示す．また，浮腫と考えられる

領域では11Cの放射能が元進しているとも受けと

れる所見を示している．

　4．脳腫瘍と鑑別すべき疾患の症例

　脳腫瘍と鑑別しなければならない疾患のうちわ

れわれが経験した，動静奇形，てんかん，脳梗塞

の症例の特徴を検討した．

　動静脈奇形の症例では病巣の113NH3の集積は

低下し，11COを集積は著しく高いという所見で

あった．またi1COの分布は病巣全体にほぼ均一

である．

　てんかんの発作間欧期と思われる症例では

13NH3の集積は低下を示し，11COの変化は明ら

かではなかった．

　脳梗塞の症例では発症の時期により異なってく

るが，発作後1～2か月では13NH3のイメージ

では集積の低下を示す．13NH3の集積元進を示す
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のは発症後2週～1か月程度の症例であるト3）．

IV．考　　察

　これまでわれわれの経験した脳腫瘍の症例は髄

膜腫2例，線維肉腫1例と少ないが，いずれの場

合も，13NH3の腫瘍への取り込みが著しく高いこ

と，11COの取り込みの増加は腫瘍の状態により

変化すること，等が確認できる．また脳腫瘍と鑑

別すべき動静脈奇形，てんかん，脳梗塞等とは

13NH3，11COの分布パターンが異なっていること

から，PCTにより非観血的な鑑別も可能になる

ことが推定される．

　さらにこれらの鑑別診断のみならず，腫瘍の質

的な診断情報を知るという点でも有効ではないか

と考えられる．13NH3の分布が脳腫瘍組織でどの

ようなしくみで集積していくのかは推測の域を出

ないが，腫瘍の増殖により脳血液関門が破壊さ

れ，その部位は腫瘍血管でおきかわると考えられ

るので，心筋などと同様にNH4＋の形でも細胞内

に拡散していくことも考えられ，腫瘍の新生血管

が多ければ集積も高くなることが予想される．ま

た，腫瘍内の活発なアミノ酸代謝を反映して，ア

ンモニアの要求性が高まっていることも考えてお

く必要があろう．

　11COのイメージは血液量の分布を示すもので

あるから腫瘍が血液に富むものか否か，血管系の

発達した腫瘍か否かという腫瘍の血管系に関する

情報が得られる検査として意義が認められる．

V．ま　と　め

　少ない症例ではあるが，13NH3，11COを用いた

PCTイメージングの脳腫瘍診断における意義につ

いて検討を加えた．本法は脳腫瘍の鑑別診断，お

よび質的診断に利用できる可能性をもっており，

今後さらに研究を進めていく価値のある問題であ

ると考えられる．
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（57010012），および厚生省がん研究助成金（54－1）の助成
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　Positron　computed　tomography　（PCT）with
Positological－I　was　performed　in　cases　with　intra－

cranial　tumors　following　administration　of　l3N－

ammonia　solution（13NH3）and　llC－carbonmono－

xide　gas（11CO）．　The　13NH3　images　of　the　patients

with　meningioma　and　fibrosarcoma　showed　high

uptake　of　13NH3　in　the　tumor　lesions．　There　was

reduced　uptake　of　13NH3　in　the　sorrounding　area

of　the　tumor，　when　the　sorrounding　tissues　were

suspected　of　edema．　The　l1CO　image　revealed

verious　manners　of　l　ICO－hemoglobin　accumula－

tion　in　the　tumors．　The　PCT　imaging　using　13NH3

and　l1CO　provides　a　new　non－invasive　method　for

di　ffe　rential　diagnosis　and　fundamental　physiologi－

cal　differences　of　intracranial　tumors．

　Key　words：　Positron　CT，13N－ammonia，11C－

carbonmonoxide，　Intracranial　tumor．

Presented by Medical*Online


	1035
	1036
	1037
	1038



